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改革改善
の考え方

①問題
点

税率の引き上げを行ったが、財政難は解消されていない。

②改革
提案

更なる引き上げると共に一般会計からの繰入を行い、経営基盤の安定化を図っていく。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・国民健康保険事業の健全な運営に向け、適正かつ公平な課税を行うよう事務を実施した。

総事業費①+② 15,905 10,710 15,663 14,928

1,500 1,500

臨時職員所要時間 1,000 1,000

一般財源 9,466 10,710 9,224 14,928

人件費計（千円）② 6,439 6,439

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 9,466 10,710 9,224 14,928 通信運搬費(国保分)、委託料

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　暫定賦課　４月～６月
２　住民税データの捕捉、医療費の試算
３　国保税あん分率の決定
４　運営協議会諮問、答申
５　６月議会上程
７　７月本算定、７月納税通知書発送

１　暫定納税通知書数
２　本算定納税通知書
　数

１　14,152件
２　13,948件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　地方税法並びに飯田市国民健康保険条例、飯田市国民健康保険税条例に基づき、住民の所得データを正確に捕捉し、なお医療費
等の試算を綿密に行うことにより適正かつ公平な課税を行う。

成果
指標

納税者に納税通知書が確実に届いた割合 99.9 99.9 99.9 99.9

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

国民健康保険税調定額（千円） 2484188向上させたい上位施
策の成果指標

生活習慣病による65歳未満死亡率（飯田市の65歳未満
人口を10万人と想定した時、年度でなく年が基準）　（人）

国民健康保険被保険者世帯数（世
帯）

14684

意図（どういう状態
にするか）

適正かつ公平な課税を行い、納税義務者に適正な納付
をしてもらう

目
的

対象（誰・何を） 国民健康保険税の納税義務者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 31 心と体の健康づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 保健課 H27係等名 国保係 H26係等名 国保係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S34 終了
事務事業名 国民健康保険税賦課事務事業

会計 国民保険
13 85

事業種別 政策

3 施策№ 31 事業№


